
　

こ
の
4
月
か
ら
介
護
保
険
制
度
は
発
足
11

年
目
に
入
っ
た
。利
用
者
も
サ
ー
ビ
ス
も
飛

躍
的
に
伸
び
た
が
、さ
ま
ざ
ま
な
問
題
と
課

題
を
引
き
ず
る
。

バ
ブ
ル
崩
壊
前
の
法
案
成
立

　

94
年
初
夏
、ド
イ
ツ
の
労
働
大
臣
は「
試
合

終
了
の
笛
が
鳴
っ
た
」と
介
護
保
険
法
の
成

立
を
宣
言
し
た
。
ほ
ぼ
同
時
期
、
日
本
で
は

「
試
合
開
始
」の
笛
が
吹
か
れ
た
。ド
イ
ツ
で

は
発
案
か
ら
20
年
に
及
ぶ
論
争
が
展
開
さ

れ
た
。
日
本
で
も
97
年
12
月
の
法
案
成
立
、

2
0
0
0
年
度
施
行
ま
で
市
民
の
間
で
も
熱

い
討
議
が
続
い
た
。

　

歴
史
に「
I
F
」は
禁
句
だ
が
、90
年
代
末

の
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
後
で
あ
っ
た
な
ら
、新

た
な
負
担
を
課
す
介
護
保
険
は
先
送
り
さ
れ

た
の
で
は
な
い
か
。5
番
目
の
社
会
保
険
は「
難

産
の
子
」だ
っ
た
が
、そ
の
意
味
で
は「
幸
運

な
子
」で
も
あ
っ
た
。

　

日
本
型
の
介
護
保
険
は
、ド
イ
ツ
介
護
保

険
を
モ
デ
ル
に
し
な
が
ら
40
歳
か
ら
の
加
入

や
保
険
料
と
公
費
の
折
半
方
式
を
採
る
な
ど
、

国
情
を
反
映
し
た
設
計
を
盛
り
込
ん
だ
。

医
療
保
険
と
の
相
違
点
が
問
題
点

　

医
療
保
険
は
全
員
が
生
涯
に
渡
り
強
制
加

入
の「
国
民
皆
保
険
」だ
が
、介
護
保
険
は
40

歳
加
入
、主
に
65
歳
以
上
で
寝
た
き
り
や
認

知
症
に
陥
る
と
利
用
可
能
な「
中
高
年
皆
保
険
」

で
あ
る
。加
齢
に
伴
う
要
支
援
･
要
介
護
状

態
を
保
険
事
故
と
し
た
こ
と
で
若
者
た
ち
は

除
外
さ
れ
た
。

　

少
子
長
命
化
が
加
速
す
る
に
つ
れ
、40
～

65
歳
未
満
の
第
2
号
被
保
険
者
は
急
減
し
、

65
歳
以
上
の
第
1
号
被
保
険
者
は
急
増
し
て

い
く
。給
付
費
の
半
額
を
保
険
料
で
ま
か
な

う
た
め
に
強
制
加
入
の
対
象
を
若
い
世
代
へ

広
げ
る
の
か
、公
費
投
入
の
割
合
を
引
き
上

げ
る
の
か
、厳
し
い
選
択
が
待
ち
受
け
る（
表

参
照
）。

　

ま
た
、こ
の
年
齢
要
件
は
、若
年
の
障
害
者

を
制
度
の
枠
外
に
置
い
た
ま
ま
で
よ
い
の
か
、

と
い
う
問
い
か
け
で
も
あ
る
。

　

保
険
者
が
分
立
す
る
医
療
保
険
と
は
異
な

り
、介
護
保
険
は
市
町
村
を
保
険
者
に
地
域

保
険
と
し
て
成
立
し
た
。住
民
の
身
近
な
悩

み
に
応
え
、地
域
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
普
及
･

充
実
さ
せ
る
設
計
は「
地
方
分
権
」の
流
れ
に

沿
っ
た
。

　

し
か
し
、現
実
に
は
強
力
な
中
央
統
制
下

で
運
営
さ
れ
る
。た
と
え
ば
、介
護
予
防
の
た

め
に
新
設
さ
れ
た「
特
定
高
齢
者
」（
寝
た
き

り
予
備
群
）の
概
念
が
実
態
と
か
け
離
れ
、現

場
で
は
該
当
者
を
見
つ
け
る
の
に
四
苦
八
苦

し
て
い
る
。要
介
護
認
定
方
法
の
見
直
し
も

利
用
者
･
家
族
の
猛
反
発
を
引
き
起
こ
し
、

再
三
に
わ
た
り
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

発
足
10
年
の
年
輪
と

そ
の
宿
題

■
介
護
保
険
制
度

宮
武 

剛 

の  

社
会
保
障  

言 

論
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■
宮
武  

剛
（
み
や
た
け
・
ご
う
）

早
稲
田
大
学
政
経
学
部
卒
。
毎
日
新
聞
社
・
論
説
副
委
員
長
、
埼
玉
県

立
大
学
教
授
を
経
て
、 現
在
、
目
白
大
学
教
授
。

近
著
に
『
介
護
保
険
の
再
出
発  

医
療
を
変
え
る
・
福
祉
も
変
わ
る
』（
保

健
同
人
社
）。

い
ず
れ
も
中
央
と
現
場
と
の
落
差
を
見
せ
つ

け
た
。「
地
域
主
権
」を
唱
え
る
鳩
山
政
権
は
、

ど
ん
な
対
処
策
を
打
ち
出
す
の
か
。

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
試
行
錯
誤

　

医
療
保
険
は
保
険
事
故
の
審
査
･
判
定
を

医
師（
医
学
）の
権
限
と
す
る
が
、介
護
保
険

は
多
職
種
の
チ
ー
ム
に
委
ね
た
。医
療
職
、福

祉
職
が
連
携
し
て
自
立
度
を
探
り
、適
切
な

サ
ー
ビ
ス
内
容
を
決
め
る
。こ
の
ケ
ア
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
調
整
役
で
あ
る
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

（
介
護
支
援
専
門
員
）と
い
う
新
た
な
専
門
職

も
生
れ
た
。

　

た
だ
し
、要
介
護
認
定
は
な
お
試
行
錯
誤

の
最
中
に
あ
る
。ま
た
、利
用
者
側
に
立
ち
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
的
な
役
割
を
担
う
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
位
置
づ
け
も
確
立
し
て
い

な
い
。利
用
者
の「
代
弁
者
」に
な
っ
て
行
動

し
て
も
事
業
所
か
ら
不
利
益
を
受
け
な
い「
身

分
保
全
」を
雇
用
契
約
に
締
結
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

「
社
会
化
」と「
商
業
化
」

　

医
療
保
険
で
は
、月
額
数
千
万
円
も
か
か

る
難
病
治
療
や
大
手
術
で
も
全
額
が
給
付
対

象
に
さ
れ
る
。介
護
保
険
は
、要
支
援
・
要
介

護
状
態
に
応
じ
月
額
の
支
給
限
度
額
を
設
け

た
。財
政
的
な
膨
張
を
抑
え
る
仕
組
み
と
い

え
る
。

　

し
か
し
、要
介
護
状
態
の
重
度
化
と
独
居

世
帯
の
急
増
が
進
む
時
代
に
最
重
度
の
要
介

護
５
で
月
額
36
万
円
弱
相
当
の
サ
ー
ビ
ス
給

付
で
乗
り
切
れ
る
の
か
。独
居
の
重
度
者
や

夫
婦
と
も
重
度
者
の
場
合
は
施
設
入
所
に
頼

る
ほ
か
な
い
。「
在
宅
重
視
」の
理
念
の
実
現

へ
向
け
、施
設
志
向
を
抑
え
る
に
は
重
度
者

へ
の
支
給
限
度
額
の
引
き
上
げ
は
避
け
ら
れ

そ
う
に
な
い
。

　

現
状
を
み
る
と
、全
般
的
に
は
支
給
限
度

額
の
半
分
程
度
し
か
サ
ー
ビ
ス
は
使
わ
れ
て

い
な
い
。そ
の
理
由
の
ひ
と
つ
は
、使
い
た
い

サ
ー
ビ
ス
が
普
及
し
て
い
な
い
こ
と
だ
。代

表
例
は
在
宅
介
護
を
支
え
る
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
や
訪
問
看
護
で
あ
る
。

　
「
介
護
の
社
会
化
」を
目
指
し
、医
療
保
険

と
は
異
な
り
、在
宅
サ
ー
ビ
ス
へ
の
民
間
参

入
を
認
め
た
が
、そ
の「
介
護
の
商
業
化
」の

世
界
で
企
業
は
不
採
算
分
野
へ
の
参
入
を
た

め
ら
い
、介
護
労
働
者
は
劣
悪
な
待
遇
の
ま

ま
で
は
職
場
を
去
る
。

　

こ
れ
ら
5
つ
の
ポ
イ
ン
ト
へ
の
対
処
が
介

護
保
険
の
将
来
を
左
右
す
る
だ
ろ
う
。

63 健康保険■ 2010.4

*総費用は保険給付額＋利用料（総額の１割強）、2000年度は11カ月分、   
05年度までは実績、06年度は補正予算、08,09年度は予算。

2000年度

介護報酬 －２．３％ －２．4％ ＋3％

第1期 第2期 第3期 第4期

*総費用
3.6兆円

第1号の保険料
全国平均2911円

2001年度

5.2兆円 5.7兆円

3293円 4090円 4160円

6.4兆円 6.9兆円 7.4兆円 7.7兆円

2003年度 2005年度 2006年度 2008年度 2009年度～

表：総費用・保険料・報酬の推移
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